
ぼくは魚つりが大好きなので、宇宙でもしんせんな魚を食べられるキッチンスペース
シャトルを考えました。ロボットが宇宙ゴミを回しゅうし、そこで使われるすべてのエ
ネルギーを作ります。そして、中の空気をきれいにする木で できています。しゅうりす
るための木をそだて、できた実は食べます。りょうりは、魚をさばくのがとくいなロ
ボットがすしやエビフライを作ってくれます。水はきちょうなので、魚ややさいはとく
べつな光で消どくしてから使います。オーブンがあり、ケーキもやけます。こんなキッ
チンが中心のスペースシャトルにのってみたいです。
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